
昭
和
六
十
三
年
九
月
十
三
日
受
領 

 
 

 
 

 

答

弁

第

一

〇

号 
   

衆
議
院
議
員
大
橋
敏
雄
君
提
出
宗
教
法
人
「
創
価
学
会
」
の
運
営
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
一
三
第
一
〇
号 

昭
和
六
十
三
年
九
月
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

竹 
 

下 
 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
大
橋
敏
雄
君
提
出
宗
教
法
人
「
創
価
学
会
」
の
運
営
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
の

1
に
つ
い
て 

宗
教
法
人
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
は
、
宗
教
活
動
の
自
由
を
尊
重
す
る
趣
旨
か
ら
、
宗
教

法
人
に
つ
い
て
の
規
制
は
、
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
て
お
り
、
そ
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
当
該
法
人
の
規

則
に
の
つ
と
り
、
責
任
役
員
及
び
代
表
役
員
に
よ
る
事
務
の
決
定
及
び
総
理
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
同
法
第
八
十
一
条
に
該
当
す
る
と

は
い
え
な
い
。 

一
の

2
に
つ
い
て 

憲
法
第
二
十
条
第
一
項
後
段
の
「
い
か
な
る
宗
教
団
体
も
、
・
・
・
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な 



二
の

2
に
つ
い
て 

二
の

1
に
つ
い
て 

い
。
」
と
い
う
規
定
は
、
宗
教
団
体
が
政
治
的
活
動
を
す
る
こ
と
を
排
除
し
て
い
る
趣
旨
で
あ
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。 

宗
教
法
人
の
政
治
的
活
動
が
主
た
る
活
動
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
宗
教
法
人
の
継
続
的
な
活
動
全
般
と

の
対
比
に
お
い
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
宗
教
法
人
が
、
選
挙
を
念
頭
に
置
い
た
政
治
的 

し
た
が
つ
て
、
御
質
問
の
よ
う
に
、
「
「
政
治
上
の
権
力
」
と
は
、
統
治
的
権
力
だ
け
で
な
く
、
統
治
的
権
力

の
源
泉
を
構
成
す
る
国
会
に
お
け
る
政
党
（
会
派
）
を
含
む
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。 

宗
教
法
人
に
関
す
る
税
法
上
の
措
置
は
、
宗
教
法
人
に
つ
い
て
そ
の
公
益
性
に
か
ん
が
み
、
他
の
公
益
法
人

等
と
同
様
に
取
り
扱
つ
て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
こ
れ
を
宗
教
団
体
に
認
め
ら
れ
た
特
権
と
い
う
の
は
当

た
ら
ず
、
憲
法
第
二
十
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

四 

 



三
の

2
に
つ
い
て 

三
の

1
及
び
四
の

1
に
つ
い
て 

活
動
を
行
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
、
直
ち
に
、
宗
教
法
人
法
第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
宗
教
団
体
の
目
的
を
著
し

く
逸
脱
し
た
行
為
等
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。 

宗
教
法
人
法
に
お
い
て
は
、
宗
教
法
人
に
対
し
て
、
所
轄
庁
へ
の
収
支
報
告
義
務
及
び
財
産
状
況
の
報
告
義

務
を
課
し
て
い
な
い
の
で
、
宗
教
法
人
創
価
学
会
の
収
支
状
況
及
び
所
有
す
る
不
動
産
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

所
轄
庁
で
あ
る
東
京
都
知
事
に
お
い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
。 

な
お
、
御
質
問
の
課
税
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
個
別
・
具
体
的
な
事
柄
で
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え

た
い
。 

信
者
に
よ
る
寄
附
金
の
拠
出
は
、
信
者
の
信
仰
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
宗
教
法
人
が
自
主
的
に
決

定
す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。 

五 

 



四
の

2
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
の

3
及
び
四
の

3
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
連
結
財
務
諸
表
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
者
は
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
有
価
証
券
届
出
書
又
は
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
す
る
会
社
で
あ
り
、

宗
教
法
人
創
価
学
会
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。 

宗
教
法
人
の
所
有
す
る
礼
拝
施
設
そ
の
他
の
財
産
は
、
そ
の
本
来
の
用
に
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
財
産
を
一
切
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
を
も
つ
て
直
ち

に
宗
教
法
人
法
第
八
十
一
条
に
該
当
す
る
と
は
い
え
な
い
。 

御
質
問
の
課
税
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
個
別
・
具
体
的
な
事
柄
で
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

六 

 



 

七 

私
立
学
校
に
対
す
る
国
の
補
助
金
の
支
給
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
私
立
学
校
の
果
た
す
重
要
な
役
割
に
か

ん
が
み
、
私
立
学
校
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
第
二
十

条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。 




